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ションの有用性の検討．第52回日本リハビリテーション医学会九州地方会ならびに専門医・認定臨
床医生涯教育研修会．2022，9，11．

―3―



職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

診療教授 浅見 豊子 日本医療研究開発機
構

ロボット介護
機器開発等推
進事業（環境
整備）

2 ロボット介護機器の海外展開
等に向けた臨床評価ガイダン
ス等の研究開発

3，120

診療教授 浅見 豊子 佐賀県健康福祉部 支援事業 1 令和4年度佐賀県高次脳機能
障害及びその関連障害に対す
る支援普及事業

8，910

診療教授 浅見 豊子 佐賀県健康福祉部 支援事業 1 令和4年度佐賀県介護ロボッ
ト利活用推進事業

10，978

研究助成等
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